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1.　衣類の汚 染 の問題に関し ては， 多くの業績が先人

によ り挙げられている。し かし， これ等は被服整理の観

点からなされてい るものが多い のでい 寅者は，も う少し

局所的 に衣類の汚 染を取挙げて考えてみたい と志し た。

斯様な考え方から， 普通用いられている衣類材料 の６

種について着用実験を行ない，材料別，及び着用部位別

の汚染度 につい て追求し てみた。

2. 3. 供試せる衣材料は， テ トロン，絹，ナイロ ン，

木綿，ア セテート，及び羊毛 である。 実験に際し ては，

上記材料 を各々縦7  cm, 横7  cm の大 きさに切断し，こ

れ を迅速水 分計（ 島津製 作所） をもっ て，一定条件 のも

とで秤量し た後，下着 の肩，肢，背，腰，及び腹 等の12

ヵ所 に取 りつけ,   12時 間着用 の後，こ れを再 び同条 件下

で秤 量し， その差 をもって汚染 度となし た。 ただし この

場 合，摩擦 の度合 につい ての測定 は不 可能であっ た。そ

の結果，総括的 にみて汚染 されや すい 個所 とし て, ①背

部， 胴部，腰部 の一連 と②下腿 部，膝 部の一 連を主 にあ

げることができる。つ ぎに衣料材料別 にみると， 最も汚

染 度のない 個所 は， 木綿では腹背部， 絹では腰部， テト

ロンでは大腿後面， ナイロンでは膝 部によって汚 染度最

大を示し てい る。つい で，こ れらの汚 染度を総 括的に観

察するとテトロン＞絹＞ナイ ロン＞木綿＞アセテート＞

羊毛 の順で汚染度は少なくな り， 疎水性の繊維の方が汚

れ易い 傾向を示し た。


